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3月 第 4・ 5週 の 主 日 礼 拝 説 教 要 約

。3月 24日  ヨハネ福音書  19:5-11.

『  このせ の判 決  』 (棟 欄 の 主 日 )

。3月 31日  ルカ福音書  24:33-43.
(ヨ ハネ福音書 18-20章 参照 )

『 正義 と真理 と 』 (復 活祭 )
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《 このせ の判 決  ≫

ピラ トはローマの兵士 たちが為すが儘 に 、変装 させたイエスを外に逹れ

出 し、祭司長や下役 たちの前で言い放 ちます 。

あなたがたが引き取 って、十字架につけるがよい。私 (ピ ラト )は

この男には罪 を見いだせない。 (ヨ ハネ福音書 19:6c)

最終判決 を下す権限は、ローマ総督のポンテ ィオ・ピラトにあ ります。

事前に大祭司の裁量に任せたところ、イエスの言動に “浣神 (神 に対する

冒涜 )"の 廉あ りとの判断が下 されましたが 、当時のユダヤ人には死刑判決

を下す権限はな く、未決囚のままにイエスは (最 高法院から?)ロ ーマ総

督ポンティオ・ピラ トの総督官邸に逹行されました。

しか し、そこで も罪状認否が成立 しません。自称 “神の子 "な らばユダ

ヤの律法に反 し、自称 “二 "だ といえば、ローマ皇帝に対する背信 となる

などとい う群衆の訴 えは、いずれ も審理 を経ずに死刑判決 を下す理由とは

な りません。イエスがこのせのユダヤの二ではない ことは、分か り切 った

ことで したが、イエスが神の子であるのかないのか とい う判断は、ピラ ト

には下 しようがあ りません。イエスに、神の子 としての出白を問 うても梨

のつぶてで した。

このせはイエス・キリス トに判決 を下す知的能力が欠如 してお り、その

罪状は不明のまま、成 り行 きに任 されます 。

さらに今度は、裁判 をする代わ りに、複数の罪人の中から恩赦に値する

者を一人選定するとい う過越祭の仕来 りが浮上 します。イエスに罪 を見由

せないピラ トはこれ を最後の手段 として用いて、ユダヤ人の 良識ある (イ

エスの恩赦 とい う )決断 を引き出そうと躍起にな ります。けれども彼 らの

選択は無実のイエスではな く、隣にいた強盗犯のパラバの方 をその対象と

見倣 したのです。たしかに、バラバにならば、人の思を着せることで改t

させ られると考える者 も、その場にはいたか もしれません。

被告人 イエスは十字架につけられ 、彼の頭上には「ナザ レ人 イエス、ユ

ダヤ人の工 」とだけ身分 (=罪状 ?!)が 表示 されます。これが、イエス
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に対する
.`こ

の世の判決 "です 。しか し、これに納得す る者は誰一人いな

い ままに十字架刑 は執行 されたので した 。

《正義と真理 と》

“あなたがたに平安があるように ''と 、復活のキ リストは潜伏中の弟子

たちの前に顕れます 。彼 らが平安のかけらもない生活を強いられていたこ

とが 、この言葉か らうかがえます。

イエ スの受難の前夜 、大祭司の屋敷の中庭で焚火にあたっていた時に鶏

が二度嗜 くのを聞いて泣いたペ トロ、また仲間の弟子たちの行方はその後

不明とな ります。直前には、主イエスに同行 して殉教 も辞 さないと息巻い

たのはペ トロで したが 、結果は全て主の予言通 りで 、その後は同行 を口避

せざるを得ず 、他の弟子たちと共に、港伏 を余儀な くされたのです。

さて、葬 られて二 日目に、備 えられた基 を出た復活のイエスが顕れたの

は、付近に潜む弟子たちの隠れ家のただ中で した。これが もし波蕩息子の

帰還だったなら、何はともあれ大歓理の宴を開 くところです。けれども主

の姿 を直視 した弟子たちにはそれが出来ません。その手には釘跡が 、その

脇腹には稔で貫かれた刺 し傷が 、そのまま残 っていたからです。その致死

傷 を今更手当する術 もなければ、意義 も不明です。彼らは言葉に詰まって

ヒまいます。

一方 、イエスの処刑は、このせの人間の (ユ ダヤとローマの )“ 正義 '1

によって成 ヒ遂げられました。しか し、その成就にも、また自らの言動に

も “正義 "を 見出せないまま、世界からとりのこされていたのがイエスの

弟子たちで した。正義 も不正義 も、孤立する彼 らをもうこれ以上追い詰め

ることはできません。

一人の人間が民の代わ lサ

|こ 死ぬ方が好都合 だ (ヨ ハネ福音書 18:14)。

“好 都 合 "と い う訳 語 は と もか く、そ う発 言 したの は大 祭 司の カヤ パ で し

た 。
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言辞が本物で人口に檜久 していたのか否かはともか く、その “一人の人間 "

と同定 されたのがイエスです。さらに、その “民 '｀ の定義にイエスの弟子

たちの存在も含まれるのだとすると、彼 らにとっても主 イエスの死は “好

都合 (?)'だ ったので しょうか。また ,潜伏期間中の彼 らが 、そのことを

問題ネ見し、議論することはあったので しょうか 。

カヤパの ものとされる言辞は、イザヤ書の “薔難の僕の濫用 (?!)''と

もとれる、時代 を超 えてユダヤ人の脳裏に去来 していたか もしれぬ打算的

な解決策です。しか し、イエスの死によって、この後のユダヤ戦争 (紀 え

66年 ～ )や ローマによるユダヤの人の大虐殺 を口避できた形跡は見当た り

ません。 1せ 紀末 、せに出始めたと考えられるヨハネ福音書 とその読者が 、

すでにユダヤ戦争の恣惨 さを見聞きしていたのだとすると、カヤパの限定

的な歴史認識が見当逹いであったことは明らかで ヒた。

人間の果たしうる “二義 "の 実現は、神の子の殺害をもって「成 ヒ遂げ

られた 」ことが イエス・キ リス トご自身の 、十字架上の最後の言葉 として、

示 されたことがヨハネ福音書の 19章 の 30節 に記 されています。

そして、人間の誤 った正義は、やがてキ リス トの復活とい う神の “真理 "

によって打ち負か されることになったのです。
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